
国際協力・国際交流

世界に拡がるＹＭＣＡネットワークを活かして青少年に幅広い国際交流の機会を提供している他、
グローバルな視点で考えることの大切さを伝え、「地球市民」の育成に力を入れています。

賛助会

����年に発足した東京ＹＭＣＡ賛助会は、ＹＭＣＡの理念や願いに賛同する様々な業界の企業・団体が名を連ね、
物心両面にわたり東京ＹＭＣＡを支えてくださっています。

　����年、バングラデシュＹＭＣＡと東京ＹＭ
ＣＡのパートナーシップが締結されて以来、バ
ングラデシュの子どもたちの教育支援を継続
しています。����年度もバングラデシュＹＭＣ
Ａの�つの小学校運営プログラムNFPE（Non 
Formal Primary Education）に約��,���ドル
を送金しました。なお、����年より��年以上に
わたって支援を継続いただいたフォークシン
ガーの高石ともや氏（����年�月逝去）による

「バングラデシュ奨学基金チャリティーコンサ
ート」は����年�月に浅草教会で開催された
コンサートが最後となりました。

　�月��日に行われたオンラインでのウクライ
ナＹＭＣＡの活動報告会では、東京ＹＭＣＡウ
クライナ支援募金により、戦争から避難してい
るウクライナの子どもたち対象のサマーキャン
プ、ウィンターキャンプを実施し、�,���人が参
加したとの報告がありました。戦闘が激しい地
域では地下のシェルターで行われたキャンプ
もあり、子どもたちの心のケアのためにさまざ
まな工夫がなされています。ウクライナＹＭＣ
Ａには今年度も��,���ドルを送金しました。
��年以上継続している、ウクライナＹＭＣＡの
子どもたちと東京ＹＭＣＡ英語教室に通う子
どもたちのクリスマスカード交流を今年も実
施しました。

　「東京・フロストバレーＹＭＣＡパートナーシ
ップ」の夏季キャンプは、転勤や国際結婚など
によってアメリカで暮らす子どもたち約���人
が参加する日本語で行われるキャンプです。�
月には全国から募集した�人のサマーキャンプ
ユースボランティアリーダーを派遣したほか、
��ヶ月のインターン�名を派遣し、キャンプカウ
ンセラーとして活躍しました。現地には昨年度
にひきつづき東京ＹＭＣＡの星住秀一ディレク
ターが駐在し、年間を通して山手線一周以上
の面積がある北米屈指の広大なキャンプ場で
プログラムに従事しています。

　東陽町、山手、東雲、江東の各センターの連
携が一層進み、昨年度より��％上回る���人
幼児から成人まで英語クラスで学びました。長
期休みの短期クラスはSTEAM教育を取り入
れ、高田馬場駅と東陽町センターを繋ぐスタッ
フ送迎サービスを行い、より広い範囲からの参
加が可能となりました。英語を通じて世界の多
様性を体験するイベントでは、カナダ（北米）ジ
ャマイカ（中米）チリ（南米）出身の先生たちが、
母国の文化や家族ついて紹介しました。本物
のアメリカのハロウィンを体験できるようなハ
ロウィンイベントは��人が参加し盛り上がり
ました。

語学教育

　キャンプ発祥の地といわれる北米の中でも
信頼と評価が抜群に高いＹＭＣＡのキャンプ

「ダイナミックサマーキャンプ」は、ハワイ、サン
フランシスコ、ニューヨーク、オレゴン、ボストン
など６箇所でキャンプが行われ、��人の子ども
たちがアメリカの大自然の中、キャンプアクテ
ィビティを楽しみ、異文化を経験し、「勇気が自
信に変わる」体験をしました。ソウルＹＭＣＡで
�月�日から��日に開催された小学生対象の
サッカー大会「キッズワールドカップin 韓国」
には、江東サッカー会員、ＴＹＩＳ生徒、山手水
泳会員、東陽町英語会員など��人が参加しま
した。

　��月�日（土）に予定されていた国際協力街
頭募金は雨の為中止となり、�月��日（土）に
延期して実施しました。東京ＹＭＣＡに連なる
会員、子ども、園児、学生、職員など約��人が
集まり、JR新宿駅南口や西口などの街頭にた
ち「バングラデシュの子どもたちの教育支援の
ため」に募金を呼び掛けました。集まった募金
額は���,���円となりました。他にも国際協力
募金は、各センターや近隣の協力いただける
店舗に募金箱を設置して集められています。
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株式会社アークコミュニケーションズ　株式会社AOKI　青木建設株式会社　株式会社アクアビルトコーポレーション

ADEKAライフクリエイト株式会社　アフラック生命保険株式会社　イオン株式会社　上田八木短資株式会社　一般社団法人A-wear協会

株式会社喜久多　キッコーマン株式会社　木村農産商事株式会社　株式会社木村洋行（��）　株式会社栗田建築事務所　株式会社芝パークホテル

清水井産業株式会社（��）　株式会社集英社（��）　株式会社小学館（��）　株式会社信陽　株式会社タカサゴ　株式会社高島　株式会社田中屋

株式会社ツカサ・エンタープライズ（��）　株式会社帝国ホテル　デイル・インターナショナル株式会社　株式会社トップナッチツーリスト（��）

株式会社トランスアクト　有限会社苗木旗店　株式会社中村商会　株式会社日清製粉グループ本社　日本アイ・ビー・エム株式会社

一般財団法人日本スタディ・アブロード・ファンデーション　日本電波工業株式会社（��）　株式会社ニュー・オータニ　株式会社ノイマン

野村ホールディングス株式会社　バトンプロダクツ株式会社　株式会社パレスホテル　有限会社バンノ・インターナショナル

株式会社日立ハイテク　廣瀬ビルディング株式会社　ファイブグッド税理士法人　医療法人財団福音医療会　フットマーク株式会社

有限会社保険ネットワークセンター　株式会社ホテルオークラ東京　ミズノ株式会社　三井住友海上火災保険株式会社　株式会社三井住友銀行（��）

三井住友信託銀行株式会社　三菱商事株式会社　水戸工業株式会社　山崎製パン株式会社　ユアサハラ法律特許事務所　ライオン株式会社

株式会社リクラボ　株式会社レクトン　株式会社ロータスインターナショナル　YMサービス株式会社

　��月��日「����年度賛助会年会・アドバイザー会」を、学士会館を会場に開催し、賛助会会員、ア
ドバイザー、役員、運営委員、職員など計��人が出席しました。氏家純一賛助会長のあいさつ、菅谷
淳総主事の事業報告に続き、永年継続賛助会員�社の表彰を行いました。第二部では、�月と�月に起
きた能登半島沖地震及び能登半島豪雨に対する「輪島市町野待ち避難所支援でのＹＭＣＡの働き」
と題して、現地支援を中心的に担った元輪島市町野町避難所運営支援現地責任者（港区芝浦アイラ
ンド児童高齢者交流プラザ館長）中里敦主事から、緊急災害に対する東京及び全国ＹＭＣＡの働きに
ついて報告を行いました。

賛助会年会・アドバイザー会

　ＹＭＣＡの活動は、個人の会員やボランティアに加え、ＹＭＣＡの理念に賛同する法人にも力強く
支えていただいています。企業は健全な経営と成長により日本社会を支えると同時に、ＹＭＣＡのよ
うな公益性の高い民間団体と手を携えることで社会的責務を果たすことも大切な役割です。キャン
プや野外活動、生き辛さを抱える青少年のサポートなど、柔軟な手法で若い人たちを育成するＹＭ
ＣＡの働きは、不透明な時代において未来に明るい希望をもたらします。賛助会員の皆様、また
様々な形でご支援をいただいている企業・団体の皆様に、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。

東京ＹＭＣＡ賛助会会長
（株式会社氏家経済研究所代表取締役／元野村ホールディングス株式会社会長）氏家 純一
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